
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 健康増進係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

母子手帳交付数55件 妊婦健診実績 1,034件 2か月訪問 58件（全数）

4か月健診 45/47 7か月健診 49/51 10か月健診 45/51

1歳6か月健診 45/50 3歳児健診 61/65 （受診者数/対象者）

未受診者については全員の状況を把握した

項目 金額 項目 金額 項目 金額

医師等報酬 631 離乳食教室等サポーター賃金 115 不妊治療補助金 238
股脱健診委託料 116 離乳食教室等材料 55 医師交通費 26
臨時保健師・栄養士賃金 562 妊婦健診委託料等 5,364 講師謝礼 50
保健師等派遣委託料 204 未熟児養育医療扶助費 1,083

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 6,005 9,520 7,628 8,437 8,437

うち一般財源 9,000 7,161 8,027 8,027

うち補助金 279 927 300 300

うち個人負担 241 284 110 110

正規職員 1 1 1 1 1

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 子育て支援室と連携し、妊婦及び乳幼児、養育者を支援する。

個別の支援が必要で、難しく長期間携わる事例が増えている。

A

健診等の負担は無　適切と考える

乳幼児及び母、養育者の健康の保持・増進を図るための支援ができた

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

村の役割とされている。

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

法で対象者が定められている。

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／健康づくり
阿智村健康増進・食育計画（あち健康プラン21）

A

コストの削減が可能な事業ではない

個別の対応が必要であり、効率を求めることは難しい

判定理由

妊婦・乳幼児健診とも受診率は高い

妥当

乳幼児及び母、養育者の健康の保持・増進を図るための支援ができた。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

母子保健

総合計画での位置づけ

母子保健法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 乳幼児訪問…２か月、随時
乳幼児健診…４か月、７か月、10か月、１歳６か月、３歳、股関節脱臼、眼科
健康相談　…１歳、２歳
幼児学級（すくすく広場）…１歳未満児の希望者が対象。絵本、メディア、遊び、小児科医の話等。
離乳食教室、ことばの相談
妊婦健診、不妊治療補助、未熟児養育医療扶助

根拠法

村民（母子）

実施目的 病気や障がいの早期発見と予防に努めると共に子育て環境や支援体制を整える。
乳幼児の成長発達に即した、育児、栄養、歯科等の保健指導を総合的に行う。

実績・効果

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


